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12月
定例会

　

令
和
元
年
12
月
定
例
会
が
12
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で

の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ

た
条
例
の
制
定
１
件
、
一
部
改
正
５
件
、
令
和
元
年
度

一
般
会
計
等
補
正
予
算
３
件
及
び
そ
の
他
の
議
案
５
件

の
併
せ
て
14
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
「
鞍

手
町
保
育
所
統
合
に
係
る
基

本
構
想
」
に
基
づ
き
、
剣
第

一
保
育
所
を
廃
止
し
、
古
月

保
育
所
の
１
園
に
統
合
す
る

こ
と
に
よ
り
、
古
月
保
育
所

へ
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

利
用
者
へ
の
負
担
金
（
月
額

５
０
０
円
）
を
徴
収
す
る
こ

と
を
定
め
る
条
例
案
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
否
決
と

な
り
ま
し
た
。

鞍
手
中
学
校
の
バ
ス

利
用
は
負
担
金
を

取
っ
て
い
る
の
か
。

無
償
と
な
っ
て

い
ま
す
。

中
学
校
は
無
料
と

な
っ
て
い
る
の
に
保

育
所
は
有
料
と
す
る
の
は
矛

盾
し
て
い
る
の
で
は
。

教
育
と
福
祉
の

観
点
か
ら
の
相

違
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

状
況
を
勘
案
し
て
利
用
児

童
の
送
迎
に
つ
い
て
負
担

金
の
徴
収
は
差
し
支
え
な
い

こ
と
、
併
せ
て
実
費
を
徴
収

す
る
こ
と
が
原
則
と
す
る
旨

の
通
知
が
国
か
ら
来
て
い
ま

す
。
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
な

い
保
護
者
は
自
家
用
車
に
よ

り
燃
料
等
を
負
担
し
送
迎
し

て
お
り
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
も
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

５
０
０
円
を
徴
収
す

る
こ
と
で
実
費
を
賄

え
る
の
か
。

運
行
経
費
全
て

で
は
相
当
な

額
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
民
間
と
公

営
と
の
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
町
内
の
私
立
保
育
所
で

は
５
０
０
円
を
徴
収
し
て
お

り
、
５
０
０
円
が
相
当
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
立
保
育
所
送
迎
バ
ス
利
用
者
負
担
に

�
関
す
る
条
例
が
否
決
と
な
る

● 

保
育
所
統
合
に
係
る
基

本
構
想
に
基
づ
き
、
本
年
度

よ
り
西
川
第
一
保
育
所
が
、

来
年
度
よ
り
剣
第
一
保
育
所

が
閉
鎖
さ
れ
、
町
立
保
育
所

は
古
月
保
育
所
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
閉
鎖
さ
れ
た
保
育
所
に

通
っ
て
い
た
児
童
保
護
者
は

歩
い
て
通
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
町

は
２
台
の
バ
ス
を
購
入
し

運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
条
例
案
で
は
月

額
５
０
０
円
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
言
わ

ば
町
の
都
合
で
保
育
所
を
統

合
し
て
お
い
て
新
た
な
負
担

を
強
い
る
の
は
納
得
い
き
ま

せ
ん
。
バ
ス
の
運
行
費
用
は

２
台
で
年
間
約
１
２
０
０
万

円
か
か
る
そ
う
で
す
が
、
こ

れ
に
対
し
、
利
用
者
負
担
の

長
へ
の
収
入
は
年
間
約
18
万

円
で
す
。
現
在
、
待
機
児
童

は
本
年
12
月
現
在
で
20
名
だ

そ
う
で
す
が
、
今
後
、
少
子

化
に
拍
車
が
か
か
れ
ば
、
児

童
の
取
り
合
い
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
年
間
18
万
円
を
徴
収

す
る
よ
り
も
、「
町
立
保
育

所
は
送
迎
バ
ス
を
無
料
で
運

行
し
ま
す
」
と
し
た
方
が
有

利
に
働
く
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
条
例

第
４
条
の
負
担
金
の
減
免
に

は
、
非
課
税
世
帯
や
ひ
と
り

親
家
庭
も
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
少
子
化
対
策
に
逆
行
す

る
条
例
案
に
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
宇
田
川　
亮　
議
員

● 

議
案
質
疑
で
も
話
題
と

な
っ
た
利
用
者
負
担
に
関
す

る
応
分
負
担
の
執
行
部
の
説

明
は
納
得
い
か
な
い
。
こ
の

利
用
者
一
人
に
対
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
金
額
の
算
出
根

拠
は
明
確
な
説
明
の
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
他
の
私
立

保
育
所
が
設
定
し
て
い
る
金

額
を
ま
ね
た
も
の
で
あ
る
と

判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
、
町
長
が
日
頃
よ
り
口
に

し
て
い
る
子
育
て
支
援
の
考

え
か
ら
逸
脱
し
た
条
例
案
で

あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う

な
安
易
な
方
法
で
保
育
所
を

利
用
す
る
若
い
子
育
て
世
帯

へ
の
負
担
増
を
認
め
る
訳
に

は
い
か
な
い
。

　
　
田
中　
二
三
輝　
議
員

反
対
討
論

主
な
質
疑

問

教
育
課
長

問町 

長

問町 

長

５
０
０
円
を
徴
収
す

る
に
あ
た
り
ど
の
よ

う
な
協
議
を
行
っ
た
の
か
。

保
護
者

の
方
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
５
０
０

円
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に

つ
い
て
お
伝
え
し
て
お
り
、

そ
の
後
、
内
部
で
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

町
長
が
日
頃
言
っ
て

い
る
子
育
て
支
援
か

ら
逆
行
し
て
い
る
の
で
は
。

国
か
ら
は
実
費

徴
収
が
原
則
と

の
指
導
が
あ
り
、
こ
れ
を
基

に
条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま

す
。

問福
祉
人
権
課
長

問

町 

長

概 

要
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意
見
書
２
件
を
全
会
一
致

で
可
決
し
、
国
の
関
係
機
関

へ
送
付
し
ま
し
た
。

　

陳
情
１
件
が
全
員
賛
成
で

可
決
さ
れ
国
の
関
係
機
関
へ

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
陳
情
者

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南

１
ー
２
ー
３
ー
８
Ｆ

福
岡
県
保
険
医
協
会

　
会　
長　
林　
　
裕　
章

令和元年第 8回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
議長は裁決には加わりません。○は賛成、●は反対を表しています

新
し
い
人
事
（
教
育
委
員
の
任
命
）

教
育
委
員　

堀
角
泰
正
氏
の

任
期
が
令
和
元
年
12
月
14
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
同
氏
を
再
度
任
命
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成

で
同
意
し
ま
し
た
。

任　
期

　
令
和
元
年
12
月
15
日
か
ら

　
令
和
４
年
12
月
14
日
ま
で

堀ほ
り
ず
み角　
泰や
す
ま
さ正
氏
（
49
歳
）

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書

「
国
に
よ
る
妊
産
婦
医
療
費

助
成
制
度
創
設
」
並
び
に
、

「
福
祉
医
療
制
度
の
実
施
に

伴
う
国
保
国
庫
負
担
金
の

削
減
措
置
廃
止
」
を
求
め

る
自
治
体
意
見
書
採
択
に

つ
い
て
の
陳
情
書
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旧
西
川
第
一
保
育
所
は
、

平
成
30
年
度
末
を
も
っ
て
廃

止
し
て
い
ま
す
が
、、
そ
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
保
育

施
設
と
い
う
特
性
か
ら
「
第

５
次
鞍
手
町
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
障
が
い
児
通
所
施
設

誘
致
に
適
し
た
施
設
で
あ
る

と
判
断
し
、
障
害
児
通
所
支

援
事
業
を
行
う
事
業
者
等
を

対
象
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
該
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

は
、
町
外
か
ら
１
事
業
者
の

応
募
が
あ
り
、
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
総
務
課
長
を
審

査
委
員
長
と
す
る
審
査
委
員

会
に
よ
り
、
厳
正
な
る
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ベ
ス
ト
サ

ポ
ー
ト
株
式
会
社
を
個
別
交

渉
順
位
１
位
と
し
、
交
渉
の

う
え
、
９
月
９
日
、
賃
貸
借

契
約
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
飯
塚
市
に
本
社
が

あ
り
、
障
が
い
児
通
所
施
設

等
を
運
営
さ
れ
る
な
ど
、
県

内
で
広
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
展
開
さ
れ
て
お

り
、
年
内
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

に
向
け
て
、
一
部
改
修
工
事

な
ど
鋭
意
準
備
を
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
内
で
乗
合
バ

ス
２
路
線
を
運
航
し
て
い
る

西
鉄
バ
ス
筑
豊
株
式
会
社
か

ら
、
令
和
２
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
、「
直
方
～
鞍
手
～

宗
像
線
」の
廃
止
お
よ
び「
直

方
～
鞍
手
～
遠
賀
線
」
の
一

部
区
間
廃
止
の
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
直
方
～
鞍
手
～
宗
像
線
」

は
、
直
方
市
を
起
点
に
、
本

町
内
の
中
山
口
か
ら
新
北
、

新
延
、
永
谷
等
を
通
過
し
、

宗
像
市
を
終
点
と
す
る
20
・

４
キ
ロ
の
路
線
で
あ
り
、
通

勤
や
通
学
、
通
院
な
ど
町
民

の
直
方
、
宗
像
両
市
の
広
域

移
動
手
段
と
し
て
長
い
間
利

用
さ
れ
て
お
り
、
当
該
路
線

の
廃
止
が
実
施
さ
れ
れ
ば
多

大
な
影
響
が
あ
る
も
の
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
直
方
～
鞍
手
～

遠
賀
線
」
は
、
直
方
市
を
起

点
に
、
町
内
の
中
山
か
ら
猪

倉
、
木
月
、
古
門
を
通
過
し
、

遠
賀
線
を
終
点
と
す
る
22
・

８
キ
ロ
の
路
線
で
あ
り
ま

す
。今
回
の
申
し
入
れ
は「
直

方
市
植
木
～
中
山
口
」間
３・

２
キ
ロ
の
一
部
区
間
廃
止
で

あ
り
、
こ
れ
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
町
内
の
中
山
「
京
の
上

バ
ス
停
」
が
廃
止
と
な
り
、

当
該
バ
ス
停
を
利
用
さ
れ
て

い
る
町
民
に
も
大
き
な
影
響

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

両
路
線
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
減
少
等
に
よ
り
収
益

の
悪
化
が
続
き
、
現
在
、
国
、

県
及
び
関
係
市
町
で
赤
字
額

を
補
て
ん
し
、
運
行
を
継
続

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
廃

止
及
び
一
部
廃
止
の
申
し
入

れ
は
、
慢
性
的
な
乗
務
員
不

足
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、

路
線
維
持
は
困
難
で
あ
る
と

の
見
解
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
と
し
ま
し
て
は
、
県

及
び
関
係
市
町
と
連
携
し
、

路
線
維
持
を
強
く
要
望
す
る

と
と
も
に
、
廃
止
等
が
実
施

さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
代

替
交
通
の
確
保
・
維
持
に
向

け
た
調
査
・
検
討
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

行

政

報

告

旧
西
川
第
１
保
育
所

�

の
利
活
用
に
つ
い
て

乗
合
バ
ス
路
線
の
廃
止
及

び
一
部
区
間
廃
止
の
申
し

入
れ
に
つ
い
て

第
７
回
臨
時
会
が
11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
請
負
契
約
の
締
結
及

び
財
産
の
取
得
の
２
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

●
公
民
館
大
規
模
改
修
事
業

　
鞍
手
町
中
央
公
民
館
外
壁
等
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

こ
の
事
業
は
、
10
月
28
日

に
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

有
限
会
社
牧
山
組
と
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。
工
期

は
令
和
２
年
３
月
27
日
ま
で

と
し
て
い
ま
す
。

●
財
産
の
取
得

　

取
得
す
る
財
産
は
、
鞍
手

町
立
鞍
手
中
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ス
５
台
で
、
鞍
手
中
学
校

生
徒
の
通
学
手
段
の
確
保
の

た
め
購
入
す
る
も
の
で
す
。

運
用
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

運
用
に
つ
い

て
は
、
Ｍ
Ｇ

タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
に
業
務

委
託
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
ま
す
。運

行
は
通
学
時
間
帯

の
み
に
な
る
の
か
。

運
行
は
朝
、
夕

の
通
学
時
間
帯

の
契
約
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

問教
育
課
長

問教
育
課
長
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一般質問

知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

６人が
一般質問

・小学校の統合について

３．西
さい と う

藤 典
の り こ

子　議員・・・・・・・・・・・８

・�災害時における障がい者、寝たきり高齢者に対する避難対策
について

・�議会が設置した「新庁舎建設特別委員会」が提出した提言書
について
・不法投棄に関する対処対応について

４．田
た な か

中二
ふ み き

三輝　議員・・・・・・・・・・・９

・小学校トイレの洋式化を

２．的
ま と の

野 信
のぶ ゆ き

之　議員・・・・・・・・・・・７

・図書館の整備について

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点に
ついて質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したもの
です。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承ください。

・�給食センターについて

１．許
こ の み

斐 英
ひで ゆ き

幸　議員・・・・・・・・・・・６

・�「改定公立学校教員給与特別措置法（給特法）」による、公立
学校教員に対する「１年単位の変形労働時間制」の導入につ
いて
・�幼児教育・保育の無償化による町財政支出の減額分の使途に
ついて

５．宇
う た が わ

田川　亮
あきら

　議員・・・・・・・・・・１０
・避難場所と施設の改善について

６．野
の ぐ ち

口美
み え こ

恵子　議員・・・・・・・・・・１１
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一般質問

町
内
の
６
つ
の
小
学

校
の
統
合
に
つ
い
て

考
え
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
町
内
の

小
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
保
護
者
の
方
々
に

直
接
お
会
い
し
て
今
後
の
人

口
減
少
に
伴
う
児
童
数
の
減

少
状
況
を
踏
ま
え
、
小
学
校

の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を

聴
取
し
、
そ
の
う
え
で
方
向

性
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。統

合
す
る
考
え
の
中

に
小
中
一
貫
校
化
を

行
い
、
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

こ
ち
ら
も
保
護

者
の
方
々
の
意

見
を
踏
ま
え
、
そ
の
う
え
で

方
向
性
を
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
ご
指
摘
の
小
中
一

貫
校
と
い
う
形
も
、
小
学
校

の
一
つ
の
在
り
方
と
し
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。現

在
の
給
食
セ
ン
タ

ー
は
天
井
な
ど
が
痛

み
老
朽
化
が
激
し
い
。

　

今
後
、
建
物
の
老
朽
化
が

原
因
で
異
物
の
混
入
や
食
中

毒
が
出
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

　

そ
の
中
で
、
中
学
校
の
敷

地
内
の
施
設
を
給
食
セ
ン
タ

ー
に
改
築
す
れ
ば
費
用
削

減
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

給
食
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
に
つ

い
て
は
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
建
て
替
え
に
は

莫
大
な
費
用
が
掛
か
る
た
め

に
現
在
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
年
度
、
現
在
の
施
設
で

床
の
改
修
工
事
等
を
行
い
、

安
全
な
給
食
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

　

ご
指
摘
の
中
学
校
施
設
内

の
建
物
は
す
で
に
20
年
以
上

が
経
過
し
て
一
部
老
朽
化
が

み
ら
れ
る
こ
と
や
、
学
校
施

設
環
境
交
付
金
の
対
象
外
の

た
め
、
す
べ
て
の
費
用
を
町

単
独
で
支
出
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
現
状
改
築
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
給
食
セ
ン
タ

ー
は
保
健
所
等
か
ら

の
指
導
は
受
け
て
い
る
の

か
。

保
健
所
か
ら
は

２
年
に
一
度
衛

生
面
、
給
食
施
設
の
配
置
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。
特
に
衛
生
面
に
つ
い
て

は
給
食
調
理
員
の
努
力
に
よ

っ
て
保
た
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。他

地
区
の
給
食
セ
ン

タ
ー
と
比
較
し
て
も

悪
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
町
長
に
は
早
急
に
改
善

を
要
求
し
た
い
。

私
も
議
員
と
同

じ
思
い
で
あ

り
、
今
後
は
策
定
中
の
総
合

計
画
の
後
期
計
画
の
中
で
給

食
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

許斐　英幸 議員

問小学校及び小中一貫校統合の考えは？

「保護者の意見を早急に聞くようにします」町長

問問 町 

長

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問

教
育
課
長

町 

長

問問町 

長

町 

長

▶�老朽化が進む給食センター
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一般質問

自
分
自
身
で
避
難
で

き
な
い
障
が
い
者
・

寝
た
き
り
高
齢
者
の
把
握
は

ど
の
程
度
出
来
て
い
る
か
。

今
年
の
12
月

１
日
現
在
で

８
８
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
町
内
の
在
宅
で
の
寝
た

き
り
高
齢
者
の
把
握
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
防
災
組
織
や
民
生
委

員
の
方
々
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
全
体
把
握
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
・
寝
た
き

り
高
齢
者
は
そ
れ
ぞ

れ
症
状
が
異
な
る
が
、
通
常

の
避
難
所
で
対
応
が
出
来
な

い
方
々
へ
の
対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

平
成
23

年
に
社

会
福
祉
協
議
会
と
福
祉
避
難

所
の
設
置
・
管
理
運
営
に
係

る
協
力
に
関
す
る
協
定
書
締

結
。
平
成
26
年
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
と
災

害
時
の
要
園
者
の
受
入
れ
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
、

要
支
援
者
の
受
入
れ
体
制
づ

く
り
。
本
年
く
ら
て
病
院
と

災
害
発
生
時
の
福
祉
避
難
所

と
し
て
の
設
置
運
営
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結
し
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
の
要
支
援
者

の
避
難
所
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
に

応
じ
た
避
難
所
へ
避
難
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
発
生
の
可
能
性

が
あ
る
場
合
、
町
と

し
て
事
前
の
連
絡
・
移
送
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

災
害
情
報
に
つ

い
て
は
防
災
行

政
無
線
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等

で
発
信
し
て
ま
す
が
、
現
時

点
で
要
支
援
者
へ
直
接
連
絡

す
る
方
法
は
と
っ
て
い
ま
せ

ん
。
移
送
は
応
援
要
請
の
連

絡
が
あ
っ
た
方
を
対
象
に
状

況
に
応
じ
て
消
防
署
・
消
防

団
・
役
場
職
員
・
地
域
の
一

部
の
方
々
等
の
協
力
を
経
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
や
高
齢
者

の
症
状
に
よ
っ
て
は

受
入
れ
ら
れ
る
施
設
も
限
ら

れ
て
く
る
が
、
事
前
に
テ
ス

ト
的
な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

し
て
も
ら
う
よ
う
な
事
前
準

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

災
害
時
を
想
定

し
た
テ
ス
ト
的

な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
介
護

保
険
上
は
適
用
外
と
な
る
の

で
、
事
前
に
施
設
と
相
談
し

て
計
画
の
中
に
織
り
込
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
平
常
時
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
に
適
し
た
避
難

方
法
や
避
難
場
所
を
検
討
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
私
自
身

も
重
要
な
事
と
考
え
て
い
ま

す
。

的野　信之 議員

避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想される場合

避難に時間を要する人（ご高齢の方・障害のある方・乳幼
児等）は避難を開始しましょう。

避難準備・高齢者等避難開始

災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった場合

避難場所へ避難をしましょう。

避　難　勧　告

災害が発生するなど状況がさらに悪化し、
人的被害の危険性が非常に高まった場合

まだ避難していない場合は、
直ちにその場から避難をしましょう。

避難指示（緊急）

総
務
課
長

問

福
祉
人
権
課
長

総
務
課
長

問町 

長

問町
長 　

災
害
時
の
障
が
い
者

　
　
　
　
　
　
寝
た
き
り
高
齢
者
の
対
策
は
？

　「
事
前
に
対
応
で
き
る
方
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
」

問

問

▶�避難に関する情報と取るべき行動
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一般質問

本
年
度
の
幼
保
無

償
化
財
源
効
果
額

７
９
２
万
１
０
０
０
円
の
具

体
的
使
途
は
。未

定
で
す
が
、

子
育
て
支
援
策

に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。来

年
度
の
、
町
財
政

支
出
の
減
額
見
込
み

額
は
。
今
年
度
よ
り
増
え
る

か
減
る
か
。

今
年
度

は
臨
時

交
付
金
の
財
源
手
当
が
６
カ

月
分
で
し
た
。
来
年
度
は
財

源
措
置
が
１
年
分
と
な
り
ま

す
。

本
町
の
子
ど
も
医
療

費
無
償
化
の
対
象
者

の
内
訳
、
国
保
と
国
保
以
外

の
人
数
は
。

国
保
が

１
８
５

人
、
国
保
以
外
が
１
３
５
７

人
の
、
合
計
１
５
４
２
人
で

す
。

重
度
障
害
者
医
療
費

無
償
化
の
対
象
者
の

国
保
と
国
保
以
外
の
人
数

は
。

国
保
が

78
人
国

保
以
外
が
３
２
８
人
の
合
計

４
０
６
人
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
無
償
化
の
対
象
者

の
国
保
と
国
保
以
外
の
人
数

は
。

国
保
が

１
３
８

人
、
国
保
以
外
は
２
６
６
人

の
合
計
４
０
４
人
で
す
。

医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
者
を
国
保
と
国

保
以
外
で
集
計
す
る
と
国
保

加
入
者
４
０
１
人
に
対
し
国

保
以
外
は
１
９
５
１
人
。
国

保
、
国
保
以
外
の
区
別
な
く
、

平
等
に
公
費
助
成
さ
れ
る

中
、
国
保
加
入
者
の
み
子
ど

も
１
人
当
り
２
万
８
６
０
０

円
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
る

現
状
は
、
国
の
制
度
の
問
題

と
は
言
え
、
是
正
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。
18
歳
以
下
の

子
ど
も
の
均
等
割
保
険
税
を

全
額
免
除
す
る
に
要
す
る
予

算
額
は
幾
ら
か
。

５
６
０

万
５
６

０
０
円
で
す
。

ど
う
い
う
制
度
か
。

教
員
の
労
働
時

間
を
年
単
位
で

管
理
し
、
繁
忙
期
の
勤
務
時

間
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
代

わ
り
に
、
長
期
休
業
中
に
休

日
を
ま
と
め
て
取
得
で
き
る

よ
う
に
す
る
、
働
き
方
改
革

の
一
環
と
捉
え
て
い
ま
す
。

変
形
労
働
時
間
制
と

は
。

労
働
時
間
を
１

日
単
位
で
な

く
、
月
単
位
、
あ
る
い
は
年

単
位
で
調
整
す
る
制
度
で
、

一
定
期
間
の
平
均
で
、
週
40

時
間
を
超
え
な
い
こ
と
を
条

件
に
、
労
働
基
準
法
が
定
め

る
労
働
時
間
の
上
限
、
一
日

８
時
間
、
週
40
時
間
を
超
え

て
労
働
時
間
を
設
定
で
き
ま

す
。

こ
の
制
度
が
導
入
さ

れ
た
場
合
の
問
題
点

は
。

成
立
し
た
ば
か

り
の
制
度
で
す

の
で
、
動
向
を
見
守
り
な
が

ら
検
討
し
て
行
き
ま
す
。

町 

長

問

福
祉
人
権
課
長

教
育
長

保
険
健
康
課
長

問 問

問保
険
健
康
課
長

問保
険
健
康
課
長

問

保
険
健
康
課
長

問 「
公
立
学
校
教
員
に
対
す
る

一
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
」
の
導
入
に
つ
い
て

問教
育
長

問

教
育
長

西藤　典子 議員

問
町長

　幼保無償化財源効果額の
　　　　　　　　　具体的使途は？

「子育て支援に活用したいと考えています」

文部科学省の働き方改革の概要

教職員給与特別措置法の改正で年単位の変
形労働時間制を導入可能に

残業時間を「月４５時間、年３６０時間」
とする指針の順守

部活動、授業準備なども勤務時間に含め、
タイムカードなどで管理

部活動指導員、授業準備などを手伝うスタッ
フら外部人材を拡充

教員向けパソコンの配備を進め、校務を効
率化



令和２年１月31日発行　鞍手町議会だより　No.128令和２年1月 31日発行　鞍手町議会だより　No.1289

一般質問

議
会
が
設
置
し
た
新

庁
舎
建
設
特
別
委
員

会
の
提
言
書
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
参
考
意
見
程
度
な

の
か
、
真
摯
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

11
月
25
日
の
提

言
書
は
、
私
も

同
じ
考
え
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
現
在
、
基
本
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
準
備
が
整
い
ま

し
た
ら
案
を
特
別
委
員
会
に

お
い
て
説
明
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

た
だ
の
参
考
意
見
な

の
か
、
真
摯
に
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

真
摯
に
受
け
止

め
て
、
大
き
な

方
向
性
と
し
て
は
同
じ
方
向

を
向
い
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。真

摯
に
受
け
止
め
て

い
る
と
は
、
提
言
書

の
４
項
目
に
つ
い
て
真
摯
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

提
言
事
項
４
項

目
に
つ
い
て
、

大
き
な
方
向
性
と
し
て
は
同

じ
と
考
え
て
い
ま
す
。

改
訂
版
は
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
経
た

会
議
で
進
め
て
い
る
の
か
。

新
庁
舎
に
つ
い

て
は
鞍
手
町
庁

舎
等
建
設
推
進
本
部
を
設
置

し
て
進
め
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
に
関
す
る

対
処
、
対
応
に
つ
い

て
の
ル
ー
ル
を
確
認
し
た

い
。

民
有
地

等
の
不

法
投
棄
に
つ
き
ま
し
て
は
、

不
法
投
棄
を
さ
れ
た
土
地
、

又
は
建
物
の
所
有
者
、
若
し

く
は
管
理
者
が
自
ら
片
付
け

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
。

あ
る
町
民
の
方
の
話

で
は
、
不
法
投
棄
に

つ
い
て
町
長
に
相
談
す
る

と
、
町
長
が
自
ら
現
場
を
確

認
し
、
処
分
す
る
費
用
等
に

つ
い
て
も
出
し
て
い
た
だ
い

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
事
実

な
の
か
。

特
定
の
地
域
で

す
が
、
鞍
手
町

の
美
化
条
例
に
従
っ
て
、
住

民
の
方
達
と
協
力
し
な
が
ら

処
理
を
し
ま
し
た
。

現
時
点
の
ル
ー
ル
と
、

環
境
美
化
条
例
の
制

定
の
主
旨
か
ら
逸
脱
し
て
い

る
の
で
は
。

こ
の
条
例
に
沿

っ
て
私
が
判
断

し
ま
し
た
。

町
長
が
ル
ー
ル
を
ね

じ
曲
げ
て
拠
出
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利

益
を
受
け
た
該
当
地
区
か
ら

返
還
さ
せ
る
の
が
筋
だ
と
思

う
が
。

疑
念
を
抱
か
し

て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

田中二三輝 議員

不
法
投
棄
の

�

対
応
に
つ
い
て

町 

長
問

問問 町 

長

町 

長

問

問農
政
環
境
課
長

問

町 

長
問町 

長
問町 

長

問
　
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
が
提
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
言
書
の
取
り
扱
い
は
？

町
長
　「
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
」

町 

長

▶�新庁舎建設特別委員会に於いて町長から説明を受ける
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一般質問

現
在
の
避
難
場
所
と

し
て
の
規
模
と
施
設

改
善
は
。

現
在
の
避
難
場

所
は
20
ヶ
所
で

８
７
０
０
人
の
収
容
人
数
規

模
を
確
保
し
て
い
ま
す
し
、

今
後
も
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
各
小
学
校

や
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
出
来
て
い

な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
し
、

改
修
、
改
善
が
必
要
な
こ
と

は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
再
編
等
も

考
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、
避
難
場
所
の
規
模
や
位

置
に
つ
い
て
も
、
同
時
に
話

し
て
い
く
べ
き
で
は
。

現
時
点
で
は
、

小
学
校
の
再
編

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
避
難

場
所
は
維
持
し
て
い
き
ま
す

し
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。指

定
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
学
校
体
育
館

は
、
国
の
緊
急
防
災
減
災
事

業
債
が
活
用
で
き
、
町
の
負

担
は
30
％
で
エ
ア
コ
ン
が
設

置
で
き
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

今
の
財
政
状
況

で
は
ま
か
な
え

る
状
況
に
な
い
こ
と
か
ら
、

校
舎
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
ト
イ
レ
数

と
洋
式
化
率
は
。

小
学
校
の
総

ト
イ
レ
数
は

１
４
３
個
で
す
。
こ
の
内
37

個
が
洋
式
ト
イ
レ
で
す
。
全

体
の
洋
式
化
率
は
、
25
・
９

％
で
す
。家

庭
で
の
和
式
ト
イ

レ
は
か
な
り
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
教

育
環
境
と
避
難
所
の
改
善
、

整
備
と
い
う
点
か
ら
、
９
割

方
は
洋
式
ト
イ
レ
に
す
る
べ

き
で
は
。

ト
イ
レ
の
洋
式

化
は
、
大
き
な

財
政
支
出
を
と
も
な
い
ま
す

の
で
、
緊
急
な
対
応
が
必
要

と
判
断
さ
れ
る
校
舎
か
ら
優

先
順
位
を
上
げ
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

剣
北
小
学
校
だ
け
は
、

校
舎
を
避
難
所
に
し

て
も
、
中
２
階
に
し
か
ト
イ

レ
が
な
く
、
階
段
を
登
ら
な

い
と
ト
イ
レ
に
行
け
な
い
。

早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
体
育
館
ト
イ
レ
を
先
に

改
修
し
た
方
が
良
い
の
で

は
。

剣
北
小
学
校
に

つ
き
ま
し
て

は
、
緊
急
な
対
応
が
必
要
だ

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

問町 

長
問

町 

長
問町 

長

洋
式
ト
イ
レ
の

�

整
備
に
つ
い
て

問教
育
課
長

問

町 

長

問町 

長

▶剣北小学校の中２階にあるトイレ

▶剣北小学校体育館のトイレ

宇田川　亮 議員

町長

問 学校体育館にもエアコンの設置を

　「今の財政状況ではできない
　　　　　　　　　　校舎の活用を」
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一般質問

旧
鞍
手
北
中
学
校
の

空
き
教
室
や
、
本
年

度
で
閉
鎖
と
な
る
剣
第
１
保

育
所
な
ど
を
今
後
子
ど
も
の

た
め
の
図
書
館
と
し
て
再
利

用
す
る
考
え
は
。

旧
鞍
手
北
中
学

校
に
つ
き
ま
し

て
は
、
閉
校
後
約
４
年
が
経

過
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

間
校
舎
内
の
電
源
を
使
用
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
漏
電
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
な
か
な
か

活
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
剣
第
１
保
育
所
に
つ

き
ま
し
て
は
、
図
書
館
と
し

て
の
立
地
場
所
が
適
正
か
ど

う
か
、
ま
た
建
物
の
形
状
、

利
用
者
の
駐
車
場
等
を
考
え

ま
す
と
、
図
書
館
に
は
な
か

な
か
利
用
し
に
く
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

い
ま
中
央
公
民
館
の

図
書
室
に
は
子
ど
も

用
ト
イ
レ
は
な
い
が
、
剣
第

１
保
育
所
な
ら
子
ど
も
用

の
ト
イ
レ
は
あ
り
、
子
ど
も

を
外
の
遊
具
で
遊
ば
せ
な
が

ら
、
本
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

幼
少
時
に
本
を
た
く
さ
ん
読

ん
だ
子
ど
も
は
言
葉
の
引
き

出
し
が
多
く
な
り
、
将
来
成

績
も
良
く
な
る
と
い
う
結
果

も
出
て
い
る
。

　

新
し
い
図
書
館
の
建
設
と

い
う
の
は
難
し
い
の
で
、
整

備
し
て
剣
第
１
保
育
所
を
有

効
利
用
出
来
な
い
か
。

幼
少
期
に
お
け

る
図
書
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
私
も
実
感
を

し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
先

程
来
答
弁
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
よ
う
に
剣
第
１
保

育
所
に
つ
い
て
も
、
ご
存
じ

の
よ
う
に
駐
車
場
も
な
か
な

か
完
備
も
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
保
育
所
の
統
合
の

際
に
は
古
月
保
育
所
を
残
す

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
、
剣

第
１
保
育
所
の
場
所
自
体
も

そ
う
で
す
し
、
な
か
な
か
そ

こ
を
図
書
館
に
す
る
と
い
う

の
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

１
人
の
貸
し
出
し
冊
数
が
３

冊
ま
で
だ
が
、
増
や

す
こ
と
は
可
能
か
。

シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
す
る
と

可
能
で
す
。

　

今
後
に
つ

い
て
は
近
隣
の
図
書
館
、
図

書
室
の
状
況
を
参
考
に
い
た

し
ま
し
て
中
央
公
民
館
運
営

審
議
会
の
方
で
意
見
を
聴
き

な
が
ら
本
町
に
あ
り
ま
す
図

書
室
の
適
正
な
貸
し
出
し
冊

数
に
つ
い
て
検
討
し
て
、
早

急
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

野口美恵子 議員

問

問

町 

長

町 

長

問

教
育
課
長

93.6 95.8 96.5 97.7 97.9 98.3 98.4 

30.0 
36.3 

42.0 
45.4 

53.9 
60.1 61.5 

10.2 
13.0 

15.7 17.6 
22.0 

25.0 26.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

5 8 11 14 17

問
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
？

町
長
　「
図
書
館
の
建
設
は
難
し
い
状
況
」

▶�市町村別図書館設置率の推移
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現
在
の
役
場
庁
舎
は
、
昭

和
31
年
に
建
築
さ
れ
、
増
築

を
重
ね
現
在
の
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
大
規
模
な
震
災
が

各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
28
年
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
に
お
い
て
鞍
手
町

で
は
震
度
４
を
観
測
し
て
い

ま
す
。

　

昭
和
56
年
に
施
行
さ
れ
た

新
耐
震
基
準
を
現
庁
舎
は
満

た
し
て
い
ま
せ
ん
が
財
源
等

の
理
由
に
よ
り
新
庁
舎
の
建

設
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
熊

本
地
震
の
後
、
国
が
新
た
に

市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全

事
業
を
創
設
し
た
こ
と
を
受

け
鞍
手
町
で
も
新
庁
舎
建
設

の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
平
成
29

年
に
庁
舎
等
建
設
検
討
委
員

会
を
設
置
し
建
設
地
や
規
模

機
能
に
つ
い
て
諮
問
を
行

い
、
委
員
会
で
は
住
民
の
意

見
を
反
映
す
る
べ
く
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
い
慎
重
審
議
の

う
え
同
年
12
月
に
町
長
に
対

し
て
庁
舎
等
建
設
基
本
計
画

(

以
下「
基
本
計
画
」と
い
う
）

を
答
申
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
は
議
会
の
議
決

要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
町

執
行
部
で
は
議
会
に
お
い
て

説
明
を
行
い
議
会
で
も
こ
の

計
画
を
了
承
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き

町
で
は
令
和
３
年
春
の
新
庁

舎
供
用
開
始
に
向
け
建
設
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し

ま
し
た
が
、
平
成
30
年
７
月

に
前
町
長
が
逮
捕
、
辞
職
す

る
事
態
と
な
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
停
滞
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
９
月
に
岡
崎
町

長
が
就
任
し
建
設
事
業
が
再

開
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
し
た
が
、
岡
崎
町
長
は

当
初
、
建
設
予
定
地
と
さ
れ

て
い
る
文
化
体
育
総
合
施
設

内
北
側
用
地
の
建
設
に
難
色

を
示
し
、
ま
た
、
基
本
計
画

は
住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
と
し
て
「
み
ん
な

の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を

設
置
し
、
そ
こ
に
参
加
す

る
町
民
の
意
見
を
反
映
し
た

「
基
本
計
画
」
に
な
る
よ
う

改
訂
す
る
と
の
方
針
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
市
町
村
役
場
機

能
緊
急
保
全
事
業
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に
は
令
和
２
年

度
末
ま
で
に
実
施
設
計
に
着

手
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
期

限
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
委
員
会
が
、
す
で
に
町

民
の
意
見
を
反
映
し
た
基
本

計
画
を
答
申
し
て
い
る
と
判

断
し
て
平
成
31
年
３
月
議
会

で
提
出
さ
れ
た
「
み
ん
な
の

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
に
関

連
す
る
予
算
を
削
除
す
る
修

正
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

町
長
は
令
和
元
年
６
月
議
会

に
も
同
様
の
予
算
を
提
出
さ

れ
た
た
め
、
こ
の
予
算
も
削

除
と
す
る
修
正
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
長
は
基
本
計
画
が
民
意

を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
こ
の

ま
ま
で
は
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
移
れ
な
い
と
の
姿
勢
を

崩
さ
ず
、
建
設
に
係
る
事
業

は
引
き
続
き
停
滞
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
町
長
は
「
基
本

計
画
」
が
平
成
29
年
12
月
に

策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
修
正
や
財

源
の
見
直
し
が
必
要
な
こ
と

な
ど
か
ら
基
本
計
画
の
改
訂

が
必
要
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、

改
訂
に
は
議
会
と
町
執
行
部

と
が
互
い
に
協
議
検
討
す
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
と
し
て
、

新
庁
舎
等
の
配
置
ゾ
ー
ニ
ン

グ
等
を
視
覚
的
に
判
断
で
き

る
よ
う
完
成
予
想
図
等
の
資

料
作
成
に
要
す
る
予
算
を
令

和
元
年
８
月
の
臨
時
会
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
こ
の
予
算
を
可
決

し
、
町
執
行
部
か
ら
提
出
さ

れ
た
完
成
予
想
図
等
を
審
査

す
る
た
め
新
庁
舎
建
設
特
別

委
員
会
（
以
下
「
特
別
委
員

会
」
と
い
う
）
を
設
置
し
ま

くらて病院建設地

議
会
が
新
庁
舎
建
設

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る

前
町
長
の
逮
捕
ま
で

岡
崎
町
長
就
任
後

委員会の経緯

▶庁舎等建設予定地
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し
た
。

　

特
別
委
員
会
に
は
Ａ
案

（
現
基
本
計
画
案
）、Ｂ
案
（
受

注
者
検
討
案
）、
Ｃ
案
（
事

業
費
抑
制
案
）
の
３
案
が
提

案
さ
れ
、
各
案
は
別
表
１
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
、
特
別

委
員
会
で
は
こ
の
４
項
目
に

重
点
を
置
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
場
合
、
申
請
に
つ
い

て
は
役
場
庁
舎
で
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
場
合
は
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
一

カ
所
で
ま
と
め
て
手
続
き
が

行
え
れ
ば
町
民
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

将
来
を
見
据
え
た
施
設
保
有

面
積
の
人
口
規
模
に
応
じ
た

抑
制
を
図
る
た
め
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
保
健
棟
及
び
福

祉
棟
の
機
能
に
つ
い
て
は
庁

舎
に
複
合
す
る
施
設
を
建
設

し
、
そ
こ
に
集
約
す
る
こ
と
。

　

新
庁
舎
建
設
予
定
地
の
現

況
中
央
部
の
丘
陵
地
は
現
駐

車
場
の
高
さ
（
9.5
ｍ
）
に
合

わ
せ
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
と
す

る
こ
と
。
民
有
地
に
つ
い
て

は
、
土
地
利
用
に
対
応
し
て

高
さ
を
設
定
す
る
こ
と
。

　

建
設
地
の
東
側
町
道
か
ら

庁
舎
へ
の
引
き
込
み
道
路
を

整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
西

側
道
路
の
一
部
も
町
道
と
し

て
整
備
し
、
庁
舎
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
円
滑
に
、
か
つ
庁
舎

等
の
利
用
者
の
安
全
の
確
保

及
び
利
便
性
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
。

　

石
炭
資
料
展
示
場
に
つ
い

て
は
、
現
展
示
場
の
改
修
は

行
わ
ず
新
設
ま
た
は
町
民

プ
ー
ル
管
理
棟
を
改
修
し
新

た
な
展
示
場
と
す
る
こ
と
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
の

展
示
内
容
を
損
な
わ
な
い
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
。

　

以
上
の
結
果
、
特
別
委
員

会
と
し
て
Ａ
案
（
現
基
本
計

画
案
）
が
妥
当
で
あ
る
と
の

結
論
に
至
り
、
審
議
結
果
を

提
言
書
に
記
し
て
町
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
書
を
受
け
、
町

執
行
部
は
基
本
計
画
の
改
訂

の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
12
月
17
日
の
特
別

委
員
会
に
於
い
て
基
本
計

画
改
定
版
（
案
）
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
特
別
委
員

会
が
提
言
し
た
４
項
目
の
う

ち
「
②
庁
舎
前
地
盤
の
高
さ
」

の
み
が
反
映
さ
れ
た
改
訂
案

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

石
炭
資
料
展
示
場
に
つ
い
て

は
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建

築
確
認
申
請
の
有
無
を
質
問

し
ま
し
た
が
回
答
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
改
め
て
特

別
委
員
会
を
開
催
し
町
長
か

ら
基
本
計
画
改
訂
の
主
旨
を

問
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
の
特
別
委
員
会

に
お
い
て
、
町
長
か
ら
石
炭

資
料
展
示
場
が
建
築
確
認
申

請
を
行
っ
て
い
な
い
違
法
建

築
物
で
あ
る
と
の
確
認
が
取

れ
た
た
め
、
現
展
示
場
を
閉

鎖
し
解
体
の
う
え
移
設
ま
た

は
新
築
を
行
う
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
石
炭

資
料
展
示
場
を
移
設
す
る
の

な
ら
ば
、「
③
引
き
込
み
道

路
」
に
つ
い
て
も
整
備
す
る

と
の
説
明
も
併
せ
て
受
け
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
提
出
さ

れ
て
い
る
基
本
計
画
改
定
版

（
案
）
の
さ
ら
な
る
修
正
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
１
月
10
日
に
開

催
し
た
特
別
委
員
会
で
提
案

さ
れ
た
基
本
計
画
改
定
版
の

修
正
案
で
は
、
複
合
施
設
の

建
設
を
含
め
、
特
別
委
員
会

が
提
言
書
に
記
し
た
４
項
目

を
す
べ
て
網
羅
し
た
修
正
案

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
当

初
の
基
本
計
画
を
よ
り
発
展

さ
せ
た
も
の
と
受
け
止
め
、

こ
の
基
本
計
画
改
定
版
修
正

案
を
了
承
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
当
初
に
計
画

さ
れ
た
新
庁
舎
建
設
事
業
は

よ
う
や
く
設
計
段
階
に
入
り

ま
す
。
町
民
の
交
流
の
場
と

な
り
町
の
拠
点
と
な
る
新
庁

舎
の
建
設
に
、
議
会
と
し
て

も
引
き
続
き
進
捗
状
況
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

①�

複
合
施
設
の
有
無

②�

庁
舎
前
の
地
盤
高
さ

③�

引
き
込
み
道
路

④�

石
炭
資
料
展
示
場

別表１

基
本
計
画
修
正
案
を
了
承

新庁舎建設特別
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新
年
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆

様
方
に
は
、
幸
多
き
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

鞍
手
町
は
新
庁
舎
建
設
、
空

き
家
、
少
子
高
齢
化
な
ど
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
町
民
の
皆
様
が
鞍
手

町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す　

　
　
　
　
　
　

  （
有
働　
徳
仁
）

　議会はだれでも一般質問・議案
質疑を傍聴できます。受付は、当
日に議会事務局でおこないます。
　また一般質問を傍聴する方の希
望に応じ、手話通訳者を派遣して
います（無料）。これには事前予約
が必要です。
　　　　　　　　　　　　　
■問い合わせ　議会事務局
　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

議会を傍聴しませんか
（次回は、３月議会です。）

自主防災組織による防災訓練が行われました
表紙の紹介

新年のごあいさつ
　新年にあたり、町民の皆様方には輝かしい新春を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　内外の政治・経済・社会情勢は誠に厳しいものが　
ありますが、本年も町民の皆様の負託とご期待に添　
うべく、懸命に努力してまいります。

　町議会は、皆様にとってより豊かで住みよい町づ
くりを目指して創意工夫を重ねながら、また、議会
の使命である行政の監視を住民の立場に立って行い
ます。
　どうか本年も相変わらぬご理解とご協力をお願い
申し上げます。
� 鞍手町議会議長　星　　正　彦

１２月１５日、鞍手町全域で防災
訓練が行われました。防災無線で
訓練が発令されると、剣南小学校
まで避難行動訓練を行い、その後、
避難器具の取り扱いや、段ボール
ベッドの組み立て方など様々な体
験を行いました。表紙写真は簡易
担架の作り方の説明を受けている
ところです。


